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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
健
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
方
に
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
活
動
に
対
し
多
大
な
る
ご

協
力
、
ま
た
ご
理
解
を
賜
り
、
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
メ
キ
シ
コ
で
端
を
発
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
わ
が
国
で
も
大
流

行
し
ま
し
た
。
当
市
で
も
学
校
閉
鎖
や
学
級
閉
鎖
と
い
っ
た
事
態
が
生
じ
、
ま
だ
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
内
の
経
済
不
況
は
さ
ら
に
深
刻
さ

を
増
し
、
景
気
回
復
の
兆
し
が
見
え
ず
、
デ
フ
レ
が
長
期
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
九
月
に
誕
生
し
た
新
政
権
に
は
、
景
気
回
復
へ
の
施
策
を
期
待
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
、
価
値
観
の
多
様
化
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
等

に
よ
り
、
地
域
福
祉
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
「
支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
を
展

開
し
、
活
動
地
区
に
お
い
て
小
地
域
福
祉
懇
談
会
の
開
催
や
見
守
り
訪
問
活
動
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、武
蔵
町
吉
広
区
で
ス
タ
ー
ト
し
た「
黄
色
い
旗
運
動
」

は
新
た
に
安
岐
町
下
山
口
区
と
諸
田
区
が
加
わ
り
、
県
内
外
か
ら
の
視
察
を
受
け
る

な
ど
徐
々
に
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
住
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ

く
活
動
を
す
す
め
る
た
め
に
は
地
域
か
ら
の
発
想
、
発
現
が
必
要
で
あ
り
、
地
域
と

社
会
福
祉
協
議
会
が
連
携
し
て
活
動
で
き
る
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
等
の
組
織
づ
く

り
が
必
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
合
併
五
年
目
を
迎
え
る
本
年
、
地
域
福
祉

活
動
計
画
を
作
成
し
、
大
き
な
目
標
に
向
か
い
計
画
的
に
事
業
の
展
開
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

本
年
も
、「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
役

職
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
平
成
二
十
二
年
の
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

会　　長

野 田　侃 生

支えあい　みんなで広げる　地域の輪
　現在、国東市社会福祉協議会では「支えあうまちづくり事業」を展開しています。本事業は“自
分たちの地域は自分たちで守ろう”を合言葉にした小地域ネットワーク活動のことで、“誰もが安心
して暮らしていける地域づくり”のために、支えあい助けあう「共助」の体制を、地域住民主体で
構築していくことを本旨としています。
　合併後、国東市ふれあいネットワーク活動に取組んでいる地区も多いと思いますが、活動に格差
があったり、これから新たに取組みが始まる行政区もあるようです。それらを総合的に支援していき、
市内全ての行政区で小地域ネットワーク活動を展開していくことが「支えあうまちづくり事業」の
目指すところです。
　“誰もが安心して暮らしていける地域づくり”に地域住民総参加で取組んで参りましょう！

支えあうまちづくり事業

みなさまのご意見やご要望をお待ちしております。
　国東市社会福祉協議会では、住みよい福祉のまちづくりを目指して、みなさまからのご意見や
ご要望をお待ちしております。「こんな事業に取組んでほしい」「このようなことで困っている」
など、お気付きの点やご相談がございましたら下記までお気軽にお寄せください。

電話：０９７８－６８－１９７６　　FAX：０９７８－６８－１６７７
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地域のボランティアさん紹介！！

健やか会（国東市武蔵食生活改善推進協議会）

　武蔵町で活動している健やか会（国東市武蔵食生活改善推進協議会）をご紹介します。
会員数は32名で、武蔵保健福祉センターを拠点に一人暮らし高齢者のつどいの昼食作りや、月に一度、町内の一
人暮らし高齢者に配る弁当作りを行っています。また、町内の小学生と一緒に田植えや餅つき、芋ほりなど、地
域との交流も行っています。
　さらに、大分県社会福祉協議会より助成を受けて、年４回、保健福祉ボランティア研修会を行っています。健
やか会の会員と健やかサロンの支援者、栄養教室生や武蔵町にお住まいの方を対象に実施しており、この研修が
地域に広まっています。

～代表の森本恭子さんにお話を伺いました～

　　地域のために、会員みんなで楽しく、和気あいあいと料理を作っています。
　みなさんも一緒に活動しませんか？　会員さん大募集 ♥

Q．最後に一言お願いします。

　会員同士がお互いに情報交換することで、自分になかった知識や知恵
を得ることができました。また、地域の方々のために食事を作ったり、
地域に出て活動したりすることで、よい親睦ができ関係を深めることが
できました。

Q．活動をしてよかったことは何ですか？

　家での料理のバリエーションを増やすためと、家族の健康のためを思
い、栄養教室に通い始めたことがきっかけになり、栄養教室修了後健や
か会（食推協）に入りました。

Q．活動をはじめたきっかけは何ですか？

お問い合わせ先（武蔵保健福祉センター内）
 電話番号：0978-68-1184（福田）

国東市国見食生活改善推進協議会

　国見町で活動している国東市国見食生活改善推進協議会をご紹介します。
会員数は17名で、国見保健福祉センターを拠点に高齢者の食生活改善と子どもの食
育指導を中心に活動しています。具体的な活動としては、高齢者料理教室、男性料
理教室、老人クラブを対象に保健師と一緒に保健栄養指導、放課後児童クラブの子
どもとの料理教室、乳児健診時のおやつ作り、一人暮らし高齢者のつどいの昼食作
りなど多岐に渡り、地域のために貢献されています。

～代表の藤本節子さんにお話を伺いました～

　会員も少なくなってきていますが、これからもできるかぎり続けていき
たいです。みなさんも一緒に活動しませんか？

Q．最後に一言お願いします。

　高齢者をはじめたくさんの方と知り合うことができ、たくさんのこと
を教わりました。私は、出身が国見町でないため地域のことで知らない
こともたくさんありましたが、活動を通じて自分の住んでいる地域のこ
とを知ることができました。

Q．活動をしてよかったことは何ですか？

　婦人会の栄養教室を卒業して保健師さんの勧めではじめました。高齢
者とのふれあい活動等に興味があり、やってみたいなと思いました。

Q．活動をはじめたきっかけは何ですか？

お問い合わせ先（国東保健センター内）
 電話番号：0978-73-2450（山本）
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　平成21年11月12日（木）午前９時30分より武蔵セントラルホールにおいて、市内の福祉関係者約
350名が一堂に会し、第３回国東市福祉のつどいを開催しました。
　社会福祉関係物故者への黙とうの後、国東市社会福祉協議会長より福祉に貢献された方々へ表彰
状及び感謝状の贈呈を行いました。
　式典終了後、現在国東市社会福祉協議会で誰もが安心
して心豊かに暮らしていける地域づくりを目指し推進し
ている「支えあうまちづくり事業」について、説明並び
に活動地区による活動報告を行いました。また当日は、
武蔵町ボランティアグループ『健やか会』の協力により
参加された方々へ手作りちらし寿司を用意し、みなさん
大変喜ばれていました。

■ 社会福祉事業関係功労者
（社会福祉団体の役員として７年以上勤続し、成績優良にして功績顕著である者）
小　串　　　巖（国　見）

（社会福祉施設の職員であって20年以上勤続し、成績優良にして功績顕著である者）
橋　永　悦　子（富来保育園）

■ 優良社会福祉地区　（社会福祉活動に積極的に協力し、その活動成績が特に優良で、他の模範となる地区）
西方寺　区（国 見）　　長　野　区（国 東）　　中　村　区（国 東）　　塩　屋　区（国 東）　　サンコーポラス自治会（国 東）
小　城　区（武 蔵）　　橋　上　区（安 岐）　　美濃辺　区（安 岐）　　下山口　区（安 岐）

■ 模範介護者 （在宅介護者で、現に５年以上介護し、他の模範となる者）
岡　田　一　人（国　東）

■ 社会福祉事業協力者 （社会福祉事業推進のため10年以上奉仕活動を行い、特に他の模範となる団体）
国東市国見食生活改善推進協議会（国　見）

■ 社会福祉事業協力者
（社会福祉事業推進のため市社協に対し、30万円以上の寄付者［団体・企業］）
ヘルメット潜水 ㈱ （国　東）

（社会福祉事業推進のため市社協に対し、10万円以上の寄付者）
三　井　晋　一（国 見）　池　田　治　朗（国 見）　森　田　敦　子（国 見）　中　井　弘　幸（国 東）　益　戸　健　吉（国 東）
堀　池　幸　博（国 東）　小笠原　リツ子（国 東）　堤　　　真　次（国 東）　吉　永　　　香（国 東）　龍　山　一　郎（国 東）
坂　本　通　泰（国 東）　安　森　孝　弘（国 東）　郷　司　　　直（国 東）　藤　原　寛　一（武 蔵）　宮　川　尚　己（武 蔵）
長　野　清　敏（武 蔵）　平　野　正　義（武 蔵）　佐　藤　秀　一（武 蔵）　徳　丸　辰　雄（武 蔵）　清　成　和　則（武 蔵）
䑓　　　隆　道（武 蔵）　一　丸　秀　信（武 蔵）　古　庄　伸　一（安 岐）　古　原　正　昭（安 岐）　軸　丸　邦　彦（安 岐）

■ 社会福祉事業奉仕団体　（社会福祉事業推進のため５年以上奉仕活動を行い、特に他の模範となる団体）
コスモスの会（安　岐）

　　　　　　　　　国東市社会福祉協議会 会長 感謝状　　　　　　（敬称略、順不同）

　　　　　　　　　　国東市社会福祉協議会 会長 表彰　　　　　　（敬称略、順不同）

第３回　国東市　福祉のつどい
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☆ボランティア活動保険とは？？
　◆ ボランティア活動中の様々な事故によるボランティア活動者の傷害や賠償責任などについて補償
する保険です。

☆補償内容はどうなっているの？？
　◆活動中の事故によるケガや賠償責任を補償！
　◆活動者の食中毒や特定感染症なども補償！
　◆活動場所と自宅の往復途上の事故も補償！
　◆入院については、最高1,000日まで補償！

☆加入するにはどうしたらいいの？？
　◆ 申し込み、お問合せは、社会福祉協議会まで
お願いします。　

ボランティア活動保険のご案内
～ボランティア活動を行う方のための安心サポート～

　大分県社会福祉協議会顧問弁護士・三井嘉雄氏による法律巡回相談会を下記日程の
とおり実施します。
　相談は無料ですが事前申込みが必要となります。最寄りの社協支所までお申込み下
さい。なお、相談人数に限りがございますので、お早めにお申込ください。

月　日 時　間 開催場所 申込先電話番号

２月１日
（月）

10：00 ～ 12：00 国見支所　（国見保健福祉センター内） 0978-82-1107

13：30 ～ 15：30 国東支所　（国東福祉センター内） 0978-74-1151

２月１５日
（月）

10：00 ～ 12：00 本所・武蔵支所　（武蔵保健福祉センター内） 0978-68-1976

13：30 ～ 15：30 安岐支所　（安岐老人憩の家内） 0978-67-1283

無料法律巡回相談会のご案内

　国東市社会福祉協議会では「手作り封筒ボランティア」を募
集しています。新聞広告など家庭にある不要な紙を使って、誰
にでも簡単に作成することが出来る手作り封筒です。エコ活動
とボランティア活動の一石二鳥ですね♪ ボランティア希望者は
国東市ボランティア・市民活動センター（国東市社会福祉協議
会内）までご連絡下さい。

《申込み先》　国東市ボランティア･市民活動センター
 （国東市社会福祉協議会内）
 TEL　0978-68-1976

☆保険の掛金はいくら？？
　◆基本タイプ　（H21年度／H22年度）
　　　　　Aプラン　260円／ 280円
　　　　　Bプラン　420円／ 420円
　　　　　Cプラン　590円／廃止
 ※加入プランにより補償金額が変わります。

ボランティア募集！！

見本 見本
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●
香
典
返
し
寄
付

　

国
東
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
次
の
方
々

か
ら
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
、

心
温
ま
る
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
様
の
ご
厚
情
に
対
し
ま
し
て
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

善
意
の
お
礼

10月１日～
12月31日
受付分

◆
国
見
町

臼　

井　
　
　

豊　

様（
故　

キ
ヨ
コ
様
）

◆
国
見
町

安　

西　

公
美
子　

様（
故　

壽
一　

様
）

◆
国
見
町

徳　

丸　

良　

博　

様（
故　

良
知　

様
）

◆
国
見
町

紀　
　
　

悌　

二　

様（
故　

政
則　

様
）

◆
国
見
町

小
深
田　

マ
ス
ノ　

様（
故　

賢
一　

様
）

◆
国
見
町

紀　
　
　

研　

治　

様（
故　

省
一　

様
）

◆
国
見
町

野　

田　

芳　

一　

様（
故　

静
生　

様
）

◆
国
見
町

小　

串　

利　

勝　

様（
故　

正　
　

様
）

◆
国
見
町

紀　
　
　

博　

之　

様（
故　

昭
生　

様
）

◆
国
見
町

河　

野　

浩　

之　

様（
故　

美
智
子
様
）

◆
国
見
町

松　

本　

勝　

彦　

様（
故　

シ
ナ
コ
様
）

◆
国
見
町

池　

邊　

孝　

明　

様（
故
重
光
世
志
美
様
）

◆
国
見
町

駕　

田　

弘　

秀　

様（
故
河
野
サ
キ
子
様
）

◆
国
見
町

福　

村　

松　

治　

様（
故　

文
生　

様
）

◆
国
見
町

丸
小
野　

尚　

子　

様（
故　

昭
治　

様
）

◆
国
見
町

桐　

畑　
　
　

稔　

様（
故　

政
弘　

様
）

◆
国
東
町

三　

河　

神
子
忠　

様（
故　

一
巳　

様
）

◆
国
東
町

溝　

部　

宗　

徳　

様（
故　

マ
サ
子
様
）

◆
国
東
町

福　

村　

照　

彦　

様（
故　

壽　
　

様
）

◆
国
東
町

秋　

吉　

賢　

栄　

様（
故　

榮
子　

様
）

◆
国
東
町

綾　

森　

勝　

弘　

様（
故　

佸　
　

様
）

◆
国
東
町

田　

端　

宣　

之　

様（
故　

ヨ
ネ　

様
）

◆
国
東
町

清　

廣　

佳　

伸　

様（
故　

美
恵　

様
）

◆
国
東
町

亀　

石　

喜　

弘　

様（
故　

ム
ツ
ヨ
様
）

◆
国
東
町

安　

岡　
　
　

登　

様（
故　

ヒ
ロ
子
様
）

◆
国
東
町

本　

田　

哲　

之　

様（
故　

竹
義　

様
）

◆
国
東
町

枝　

村　

康　

二　

様（
故　

ナ
ヲ
ヱ
様
）

◆
国
東
町

鶴　

田　
　
　

博　

様（
故　

正
廣　

様
）

◆
国
東
町

渡　

辺　

誠　

三　

様（
故　

清
春　

様
）

◆
国
東
町

長　

木　

豊　

隆　

様（
故　

憲
治　

様
）

◆
国
東
町

末　

綱　

幹　

雄　

様（
故　

み
ゑ　

様
）

◆
国
東
町

小　

松　

伸　

夫　

様（
故　

春
美　

様
）

◆
国
東
町

萱　

島　

喜　

人　

様（
故　

ヤ
ヱ
子
様
）

◆
国
東
町

永　

松　

寿　

幸　

様（
故　

芳
子　

様
）

◆
国
東
町

足　

立　

真
壽
己　

様（
故　

郁
子　

様
）

◆
国
東
町

岡　

原　

伸　

子　

様（
故　

義
光　

様
）

◆
国
東
町

吉　

田　

健　

二　

様（
故　

程
義　

様
）

◆
国
東
町

末　

綱　

キ
ミ
子　

様（
故　

俊
朗　

様
）

◆
武
蔵
町

升　

永　

誠　

一　

様（
故　

ヒ
デ
コ
様
）

◆
武
蔵
町

照　

山　

徳　

一　

様（
故　

澄
子　

様
）

◆
武
蔵
町

安　

見　

忠　

博　

様（
故　

忠
實　

様
）

◆
武
蔵
町

海　

原　

英　

治　

様（
故　

重
義　

様
）

◆
武
蔵
町

毛　

利　

ス
ミ
子　

様（
故　

泰
三　

様
）

◆
武
蔵
町

社　

藤　
　
　

孝　

様（
故　

リ
エ
子
様
）

◆
武
蔵
町

伊　

藤　

京　

子　

様（
故　

光　
　

様
）

◆
武
蔵
町

灘　

波　

政　

勝　

様（
故　

ヒ
ロ
子
様
）

◆
武
蔵
町

加　

藤　

亥　

吉　

様（
故　

ハ
ツ
子
様
）

◆
武
蔵
町

岩　

武　

ナ
ツ
エ　

様（
故　

幸
三　

様
）

◆
武
蔵
町

髙　

根　

範　

子　

様（
故
藤
嶋
智
惠
子
様
）

◆
武
蔵
町

前　

田　

勝　

利　

様（
故　

キ
ヌ
ヱ
様
）

◆
武
蔵
町

髙　

井　

直　

昭　

様（
故　

弘　
　

様
）

◆
武
蔵
町

吉　

田　
　
　

亨　

様（
故　

文
雄　

様
）

◆
安
岐
町

田　

辺　

健　

司　

様（
故　

鉄
雄　

様
）

◆
安
岐
町

安　

部　

通　

宏　

様（
故　

テ
ル
コ
様
）

◆
安
岐
町

𠮷　

水　

武　

雄　

様（
故　

三
千
代
様
）

◆
安
岐
町

本　

多　

冨　

治　

様（
故　

元
治　

様
）

◆
安
岐
町

木　

田　

正　

司　

様（
故　

静
子　

様
）

◆
安
岐
町

松　

原　

満　

子　

様（
故　

貞
雄　

様
）

◆
安
岐
町

柏　
　
　

敏　

朗　

様（
故　

幸
治　

様
）

◆
安
岐
町

徳　

部　

勝　

𠮷　

様（
故　

末
夫　

様
）

◆
安
岐
町

田　

尻　

武　

弘　

様（
故　

訂　
　

様
）

◆
安
岐
町

十　

市　

元　

博　

様（
故　

ト
シ
エ
様
）

◆
安
岐
町

鳥　

羽　

悦　

子　

様（
故　

晴
美　

様
）

◆
安
岐
町

小　

俣　

秀　

之　

様（
故　

博
司　

様
）

◆
杵
築
市

岡　

本　

定　

夫　

様（
故
稙
田
キ
シ
子
様
）

◆
別
府
市

森　
　
　

新　

一　

様（
故　

カ
ズ
ヱ
様
）

◆
別
府
市

真　

城　

大　

輔　

様（
故　

光
久　

様
）

◆
別
府
市

重　

光　
　
　

直　

様（
故　

ス
ヱ　

様
）

◆
大
分
市

大　

塚　

勝　

己　

様（
故　

孝
子　

様
）

◆
福
岡
県

岸　

本　

善　

見　

様（
故　

一
重　

様
）

◆
熊
本
県

岐　

部　

清　

勝　

様（
故　

明　
　

様
）

◆
大
阪
府

江　

口　

泰　

子　

様（
故
信
原
ツ
ギ
ヱ
様
）

◆
東
京
都

秋　

𠮷　

公　

明　

様（
故　

明　
　

様
）

◆
東
京
都

小　

串　

良　

廣　

様（
故　

ノ
ブ　

様
）

◆
千
葉
県

髙　

木　

善　

博　

様（
故　

弘　
　

様
） 　

●
一
般
寄
付

◆
国
見
町

石
甲
斐　

ア
ヤ
子　

様

◆
国
東
町

福
田
書
店　

お
客　

様

◆
国
東
町

郷

 

司

 
 
 

直　

様

◆
国
東
町

安
国
寺
御
詠
歌
部　

様

◆
国
東
町
第
二
回
本
田
杯
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

実
行
委
員
長　

本　

田　

勝　

久　

様

◆
国
東
町
消

費

生

活

研

究

会

　
　
　
　
　
　

高　

木　

よ
う
子　

様

◆
国
東
町
く
に
さ
き
カ
ラ
オ
ケ
同
好
連
盟

　
　
　
　
　
　

一　

丸　

修　

治　

様

　

●
物
品
寄
付

編
集
後
記　

　

新
し
い
年
み
な
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
お
過
ご

し
で
す
か
？
私
は
、
昨
年
末
に
長
女
が
誕
生
し

昨
年
と
は
生
活
が
一
変
し
、
子
ど
も
中
心
の
生

活
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
に
奮
闘
し
な

が
ら
も
た
だ
た
だ
子
ど
も
に
は
健
康
で
素
直
に

育
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
う
親
の
気
持
ち
が
よ
う

や
く
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

Ｔ
・
Ｍ

◆
国
東
町

井　

上　

孝　

一　

様　

お
米
三
十
㎏

　くにさきカラオケ同好連盟一丸
修治様より「チャリティーナツメ
ロ紅白歌合戦」益金と会場に設置
された募金箱の募金をご寄付して
いただきました。どうもありがと
うございました。


